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施設紹介

アクセス

【JR 函館本線】
　「JR 江別駅」下車　車 ( タクシー ) で約 5 分、徒歩 25 分

【北海道中央バス】
　新さっぽろ駅から「5、55、60 江別・新さっぽろ線」
　「新さっぽろ」ー（約 40 分）→「第 3 中学校」下車　徒歩約 10 分
　　江別駅から
　「江別駅前」ー（約２分）→「第１小学校前」下車　徒歩約 10 分

【札幌方面から】
　道央自動車道　江別西インターから約 10 分
    
【新札幌方面から】
　国道 12 号線を江別方面に直進、公園通を左折 ( 約 5 分 )
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北海道電力の経営理念と総合研究所の使命

経営環境が絶えず変化するなかにおいても、ほくでんグループのさらなる事業成長と持続可能な
社会の実現に向けて、私たちは変革を続け、北海道を基盤とした経営を進めていきます。

総合研究所は、調査・研究開発を通じてイノベーションを創出し、「新たな事業の開拓」および
「ほくでんグループの持続的な成長」と「地域の発展」に貢献します。

Corporate Vision & Our MissionCorporate Vision & Our Mission

ともに輝く明日のために。

挑戦 共創 信頼

変革の力で、エネルギーの未来と新たな価値を創造する。

研究・知財マネジメント

OrganizationOrganization
組  織組  織

エネルギー利用グループエネルギー利用グループ
Energy Utilization Research Section

スマートハウスのエネルギー需給に関する検討
寒冷地におけるエネルギーの有効利用に関する研究

火力・土木技術グループ火力・土木技術グループ
Thermal Power & Civil Engineering Research Section

火力発電所の寿命延伸技術
水力発電所の水理、保守の高度化に関する研究

環境技術グループ環境技術グループ
Environmental Technology Research Section

化学分析を活用した電力設備の劣化診断評価
環境分析・評価

戦略統括グループ戦略統括グループ
New Technology Promoting Section 北海道の経済・産業分析

地域エネルギーの活用による地域活性化などの検討

デジタル化推進グループデジタル化推進グループ
Digital Transformation Section デジタル技術の活用による業務高度化と課題解決の支援・検討

新規ビジネスモデルへのデジタル技術の適用検討

研究統括グループ研究統括グループ
Research & Management Section 研究所運営、管理、広報

ほくでん総合研究所は、電力会社としての基盤である、
発電・通信・販売部門に加えて、カーボンニュートラル
や北海道の課題解決を目指す研究分野を設定し、時代の
変化を先取りする研究開発に全力でチャレンジします。

地域社会の持続的な発展を目指して
時代を先取りする研究開発に果敢に挑んでいます

1947 年  1 月
1951 年  5 月
1960 年 12 月
1974 年  6 月
1987 年  2 月
1996 年  6 月

沿革

将来に向けて重点的に取り組む調査・研究開発

DX等関連技術調査・活用・展開
市場調査、地域分析
カーボンニュートラルに向けたシナリオ分析

共
通

スマートグリッド技術やエネマネシステムの開発
建物、一次産業、輸送分野のエネルギーの効率的利用

脱炭素燃料への移行
大容量エネルギー貯蔵技術の追及

CO2 回収および有用な製品への変換

地域と連携した脱炭素施策の推進

効率的なエネルギー利用技術の促進

持続可能なエネルギー源の導入推進

カーボンリサイクル技術の実用化

持続可能な地域作りの推進

電気事業の生産性・付加価値向上
発電所土木設備の水理設計最適化
発電・通信設備の保守高度化・省力化支援
発電・通信設備の高経年化、対策の構築など
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知的財産ー保有特許事例ー

馬鈴薯緑化防止用照明装置「ポテライト」

馬鈴薯の生産量日本一の北海道には大型貯蔵庫が多数あり

ますが、馬鈴薯は照明用の弱い灯りでも容易に緑化し食中

毒の原因物質が増加することから、貯蔵庫内は暗く保たれ

ています。このため、庫内作業の安全性などが懸念されて

いました。ポテライトは当社が保有する知見をもとに開発、

明るい環境下でも馬鈴薯の緑化防止を実現しました。 設置前 設置後

Intellectual PropertyIntellectual Property

　当社が保有する技術や研究成果などの知的財産は、「事業活動の維持」、「新規事業展開」、「知的財産
による収益獲得」など当社事業の維持・発展に重要な資産となります。
　そこで、当社では、知的財産の適切な保護、権利侵害の回避、社員の意識向上を基本方針として、
当社単独に限らず、社外と連携しながら、知的財産権の取得と活用に取り組んでいます。

馬鈴薯の緑化を防ぎ作業環境も改善馬鈴薯の緑化を防ぎ作業環境も改善馬鈴薯の緑化を防ぎ作業環境も改善

地域のみなさまとともに、世界に誇れる魅力ある北海道を創り、
人々の暮らしを豊かにしていく存在であり続けたい。

さらなる成長を目指
し、情熱をもって挑戦
し続けることで、みな
さまの期待を超えて
いきます。

北海道に根差す企業とし
て、地域社会や企業・自治
体などのみなさまとの協
同により創意工夫を重ね、
ともに未来を創造してい
きます。

常に誠実•公正に行動し、
多様な価値観を尊重し
ながら、ステークスホル
ダーのみなさまをより
大切にすることで、信頼
にお答えしていきます。

私たちは、たゆまぬ変革を続け、エネルギー供給の担い手としての責任を果たす
とともに、お客さまや地域社会に新たな価値をお届けすることで、北海道を基盤
として持続可能な社会の実現とさらなる発展を支えていきます。
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私たちのありたい姿私たちのありたい姿

私たちが果たす役割私たちが果たす役割

私たち一人ひとりが共有する価値観私たち一人ひとりが共有する価値観


